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　日本の労働者の男性と女性、正規と非正規間の賃金格差/差別は一向に改善されず、貧困層を増大させています。日本政府が1967年に批准しているILO100号条約（同一価値労働同一報酬原則）は、なぜ活用されないのでしょうか？ILO条約勧告適用専門家委員会からは再三にわたり、法改正を含めた差別をなくすための措置をとるよう求められています。

また今年７月開催された国連女性差別撤廃委員会（CEDAW）での「第6次日本政府レポート審議」を受けて委員会から日本政府に対し、厳しい「総括所見」がだされました。
　日本で男女賃金差別裁判を行ってきた女性たちの3つの組合が今年7月、ILOへ100号条約違反で申立てを行いました。

　なぜ、ILOへ申立てをおこなったのか、どうしたら差別はなくなるのか、同一価値労働同一賃金の実現には何が必要か、国会議員の皆さんと意見交換を行います。

　ぜひご出席をお願いいたします。
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「同一価値労働同一賃金の実現のために


～ILO100号条約違反で申立て～」





■日時；２００９年11月5日（木）　11：50～12：40　　（11：30開場）


　　　　　　　　　　　　　＊１階ロビーで11：30から通行証をお渡しします。


■場所；衆議院第一議員会館第2会議室


　








